
 

 

第３９回三原市民バスケットボール大会 組み合わせ 及び 注意事項 

 

 

１ 運営について 

 

試合の運営は，参加各チームの協力のもと，事務局において行います。 

 

２ 大会スケジュール及びコート割について 

 ９月３日 試合割 審判割 Ｔ．Ｏ 

検温・シート回収 ９：００～    

第１試合 ９：５０～ BOOSTERS － IBIS 備後 Revival・オジンガーズ 保健福祉大 

第２試合 １１：２０～ Revival  － オジンガーズ IBIS 備後・協会指名 IBIS 備後 

第３試合 １３：００～ BOOSTERS － 保健福祉大 Revival・オジンガーズ Revival 

撤収開始 １４：２０～    

 

３ 審判・Ｔ．Ｏについて 

 

 (1) 担当審判は，審判割，Ｔ．Ｏ割を確認のうえ，担当してください。 

(2) 状況に応じて主催者から審判，Ｔ．Ｏの変更依頼をすることがあります。 

 

４ 大会参加資格 

 

(1) 令和５年４月１日現在１８歳以上の者。 

(2) 令和５年５月１日現在三原市に居住している者。 

(3) 親善試合チームは当協会登録者（上記１及び２に該当している必要はない） 

(4) 親善試合チームは複数の当協会所属チームによる合同チームも可とします。 

 

５ コロナウイルス感染症対策について 

 

(1) 参加者は７日前からの検温等体調管理をお願いします。（確認シートはＨＰに掲載

しています。） 

(2) 観客は，２階観覧席のみとします。 

(3) バンブー・リージョンのＢコート部分を，入場者の待機場所とします。 

(4) 主体育館へは選手等健康チェックシート作成者のみ入場できます。 

（手指消毒ジェルの使用をお願いします。） 

(5) 主体育館への入場後，主体育館で健康チェックシートを回収します。 

(6) 開始式前に，選手並びに関係者の非接触式体温計での検温を実施します。 

(7) テーブル・椅子・器具は，準備時，試合間，撤収時に，アルコール消毒液清掃にご

協力ください。 

(8) コート上の選手及び審判員以外は，常時，持参されたマスクをつけておいてくださ

い。 

(9) ベンチ及びＴＯの椅子は，約 1 メートル間隔とします。ＴＯテーブルは２脚使用と

します。 

(10)不要な身体接触（握手・肩を組む・ハイタッチ等）は回避すること。 

(11)主体育館内では食事はできません。食事は野外広場，野外ベンチ又は施設外のみ可

能となります。 



 

 

(12)更衣室の利用は主催者側で利用時間・利用順を指定します。 

(13)上記で示していない事項は，JBA バスケットボール事業・活動実施ガイドライン第 6 

版（2023 年 3 月 13 日作成）の感染症対策を基本とします。 

(14)大会事務局にて用意する感染症対策物品は，次に示すとおりとします。 

  ①手指消毒液 ②非接触式体温計 ③アルコール消毒液 ④プラ手袋 

  ⑤清掃用ペーパー ⑥回収袋 ⑦不織布マスク（持参忘れ及び取り換えが必要となっ

た際に供与。医療用ではなく一般利用物です。） 

 

６ 注意事項 

 

(1) 準備，撤収について 

 大会参加チーム及び研修会参加チームすべてで，分担し，行います。 

(2) 試合運営について 

① 運営上試合時間が繰り上がることもありますので，各チームとも早めに集合して

下さい。 

② 前試合のハーフタイムまでに本部席に用意してあるスコアーシートにメンバー

を記入して下さい。 

③ 大会に参加する全てのチーム・プレーヤーは，スポーツマンシップに則った行動

を心がけて下さい。試合における他チーム・プレーヤー，審判への不適切な暴言・

故意の暴力行為，大会中における大会関係者に対する不遜な態度には，厳正な処分

を課すことがあります。 

(3) 試合時間について 

  ① ８分クォーターとします。 

② 第２，第３クォーターの間にはハーフタイムとして１０分間の休憩が入ります。

（他は２分間の休憩） 

③ 試合間は,審判員の準備のため，１５分間とします。 

(4) ベンチ，ユニフォームについて 

   組合せ番号の若いチーム（又は組み合わせ表の左側のチーム）をＴ．Ｏ席に向かっ

て右側のベンチとし，ユニフォームは淡色のものとします。 

(5) 体育館は土足厳禁とし，タバコ・飲食等の処理は各自が責任をもって行って下さい。 

缶・ビン・ペットボトル・弁当殻・菓子袋等，体育館外から持ち込んだ物は，各人・

各チームで持ち帰って下さい。 

  なお，体育館内には，喫煙・飲食ができない場所がありますのでご了承下さい。 

(6) 参加者が負傷された場合があっても，主催者側は一切責任を負いません。 


